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牛ふん堆肥を利用した水稲の高品質安定栽培技術の確立

１．試験のねらい

敷料の異なる牛ふん堆肥施用が、水稲の に及ぼす影響を明らかにする。また、牛ふん堆肥を収量

施用した水田において、水管理の違いが水稲の 品質に及ぼす影響を明らかにする。収量、

２．試験方法

(1) 試験１：敷料の異なる堆肥施用試験

平成18～20年の３年間、コシヒカリの早植栽培を農業試験場内の厚層多腐植質多湿黒ボク土水

田ほ場で実施した。乳牛又は肉牛の副資材（敷料）の異なる５種類の牛ふん堆肥を４月に施用し

た（表－１ 。）

(2) 試験２：水管理試験

堆肥Ａを用いて試験１と同様に施肥し、間断灌水と強い中干しを行う区を設けた。

表－１ 試験区の構成

３．試験結果および考察

(1) 堆肥中のアンモニア態窒素含有量（NH -N 、0.5Ｍ塩酸抽出窒素含有量（塩酸抽出N）が多い堆4 ）

肥を施用した区ほど、水稲の生育は大きくなった。穂数及び総籾数は、施用したNH -N、塩酸抽4

出Nと正の相関が認められた（図－１、２ 。）

(2) 施用した堆肥の塩酸抽出Nと水稲の堆肥由来窒素吸収量は、正の相関が認められた(図－３)。

(3) 総籾数が32,000粒／㎡程度までは総籾数が増加するほど玄米重が増加し、それ以上では総籾数

の増加に伴い玄米重は徐々に減少した。総籾数は追肥前時点の茎数×葉色値と正の相関があり、

この値が約2,300以下のときに追肥による増収効果が期待できる（図－４、５ 。）

(4) 茎数が過剰な場合、強い中干しを行うことにより穂数が減少し、総籾数過剰を抑制でき品質の

向上につながった（表－３ 。）

４．成果の要約

水稲の堆肥由来窒素吸収量は、堆肥中の0.5Ｍ塩酸抽出窒素含有量と正の相関が見られ、堆肥の

窒素肥効の指標として有効である。また、追肥前時点で茎数×葉色値が2,300以下の場合は、追肥

の効果が期待できる。茎数が過剰な場合には、中干しは籾数過剰防止の有効な手段となる。
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表－３ 水管理の違いが水稲の収量及び品質に及ぼす影響（平成18～20年）

牛ふん堆肥を利用した水稲の高品質安定栽培技術の確立

総 籾 数

(k g / 1 0 a ) ( 本 / ㎡ ) (本 / ㎡ ) ( ％ ) (ｇ ) (k g / 1 0 a ) (％ ) 1 ～ 9

慣 行 3 間 6 2 5 3 3 4 2 7 6 8 9 .7 2 1 . 7 5 3 8 1 0 0 3 . 0

堆 肥 A - 間 7 1 2 3 8 6 3 2 9 7 6 .2 2 0 . 7 5 1 7 9 6 5 . 0

堆 肥 A 2 間 6 7 3 3 8 8 3 4 2 7 4 .5 2 1 . 0 5 2 8 9 9 5 . 2

慣 行 3 干 6 1 4 3 2 7 2 7 7 8 7 .3 2 1 . 6 5 2 5 9 8 3 . 3

堆 肥 A - 干 6 9 5 3 4 7 3 0 4 8 2 .6 2 0 . 7 5 1 9 9 6 3 . 8

堆 肥 A 2 干 6 7 3 3 5 9 3 1 9 7 9 .2 2 1 . 1 5 2 6 9 8 4 . 2
注 1 . 篩 い 目 は 1 .8 5 m m
　  2 .水 管 理 の 「 間 」 は 間 断 灌 水 、 「 干 」 は 強 い 中 干 し を 表 す 。
　  3 .等 級 は 関 東 農 政 局 栃 木 農 政 事 務 所 調 べ 　 １ （ 上 上 ） ～ ９ （ 下 下 ）

等 級穂 数  千 粒 重 玄 米 重
同 左

慣 行 比
最 高 分 け つ

期 の 茎 数
追 肥
窒 素 (× 1 0 0 粒

/ ㎡ )

登 熟
歩 合処 理 水 管 理




